
この夏休みは、雤が多く降りました。８月９日・１０日には、貝塚市でも初めて土砂崩れを警戒しての避難勧告がでまし

た。また、広島県では、土砂災害で多くの尊い命がなくなっています。ご冥福をお祈りします。 

２学期は、遠足、修学旅行、音楽会などの行事があります。子どもたちにとって自分の得意な分野をより一層極めたり、

苦手な分野を努力で克服したりできるチャンスとして、しっかり取り組ませたいと考えていますので、ご家庭でも、励ましの

言葉がけをよろしくお願いします。 

○豊かな心を育みます      ７／２８～２９ 

 

 

晴天の中、５年生は、府立海洋センターで 

カッターやＯＰヨット、いかだ作りなどを体験し 

ました。どの活動も、みんなで協力し合わなけ 

れば成り立ちません。役割をしっかり決めて、 

子どもたちは、主体的に取り組んでいました。 

キャンプファイヤーでも、いろいろなゲーム 

や出し物に対して、積極的に協力している姿 

がみられ、チームワークの良さが感じられまし 

た。家庭や学校から離れて、友だちと生活す 

る２日間で、子どもたちは、多くのことを学ん 

だと思います。 
 

   

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５９号（校長室だより） 
平成２６年９月１日 
貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 

 

○豊かな心を育みます                       ８／２５ 

 

貝塚市内の小学校の先生から、学生時代のフィリピンでのボラン 

ティアの話を聞きました。１年間ボランティアに行こうと思った理由や 

ごみ山地区での生活を知っての意識の変化を話してくださいました。 

子どもたちは、世界にはいろいろなところがあることや、人々はどの 

ような暮らしをしているか、どんなことを感じているか知ることができ 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○フィリピンのごみ山地区では、ごみを拾うこ

とが仕事。だからこそ、団結する力が強くな

って笑顔があふれるのだなと思いました。 

○カラフナン村の人々は貧しいのに、笑顔は

幸せそうでした。ぼくもがんばろうと思いま

した。 

 

 

９月２５日は、３～５時間目に授業参観が、６時

間目に学級懇談会があります。学級懇談会に、

より多くの保護者の方々に参加していただけるよ

う、ＰＴＡ運営委員さんが、内容を検討しました。

各学級で子どもたちの学校生活や行事などでの

様子をスライドショーで紹介した後、１～４年生

は、事前のアンケート調査で希望の多かったテ

ーマで話し合います。５年生は夏休みのキャンプ

での様子を中心にした話、６年生は修学旅行の

説明を行います。是非、参加してください。 

 

 
                       
                      ８／２６ 
本校の運動場の芝生管理をしてくださってい 

る｢緑の会｣が、「おおさか芝生優秀賞」を受賞し 

ました。この賞は、府内小学校において、校庭の 

芝生の活用に功績のある団体に授与されます。 

当日は、２０団体の代表として、本校「緑の会」の 

赤坂会長が表彰状を受けました。５月から１０月まで、肥料まきや芝刈りな

どの活動をするとともに、年２回、グリーンパークの行事を行っています。常

時、会員を募集していますので、興味のある方は学校に連絡ください。 

○確かな学力の 

向上に努めます 

２学期から、朝の時間に月･火は「立腰」、水･木･金は「目の体操」を行

います。顔を動かさず眼球を動かしたり、遠くと近くの焦点を交互に合わ

せたりします。目の体操をすると、集中力や運動能力が高まり、脳が活

発に働きます。子どもたちがスムーズに学習に向かうことができるよう取り

組みます。ご家庭でもお子さんと一緒にやってみてください。 

 

○豊かな心を 
育みます 

平和登校日には、ヒロシマの原爆投下時刻の８時１５分に全員

で黙祷をささげました。各学年で DVD等を見て、戦争と平和につ

いて考えました。終戦から６９年の月日が流れたなか、戦争体験

のない私たちも、平和の大切さを子どもたちに伝えていかなくて

はなりません。子ども達が、大人になったときに、次の世代に平和

の大切さを伝えてくれるよう、平和学習を進めていきます。 

 

○せんそうをしたひとが、せんそうをやらなかったら、だいたろうは
しんでなかった。せんそうは、やったらあかんのに、したからい
っぱいひとがしんだ。けんかをしそうになったとき、くちではなし
たり、あいてのはなしをきいたりします。 

 （１年 「さよなら かばくん」を見て） 
○戦争の恐ろしさをあらためて感じました。戦争もなしで、世界中
が平和になってほしいです。戦争をして、たくさんのぎせいを出
してやっと勝っても、よいことなんかないと思います。なぜなら、
戦争をして、お父さんやお母さんを亡くして悲しんでいる子ども
もいれば、自分の国が負けて生き残った人が、どれいとして働
かされたりして、悲しんでいるからです。   

 （５年 「ヒロシマに一番電車が走った」を見て） 

 
 

  

○確かな学力の向上に努めます  ○教職員の資質向上を図ります      

                                    ８／１１ 

夏季休業日中に、全教職員が低･中･高学年ブロックにわ 

かれて算数科の学習指導案を検討しました。各学年で教材 

研究を重ね、教材の系統の重要性や子どもの疑問を解決す 

るための授業づくりについて熱く語り合いました。その学習指 

導案をもとに、８月１１日は講師先生を招いて研修会を持ち、 

低学年ブロックで貝塚市教委の鈴木参与に、中学年ブロック 

で東京大学大学院の市川教授に、高学年ブロックで日本大 

学の篠ヶ谷助教に、それぞれご指導いただきました。子ども 

たちがどこでつまずきそうかを予想する「困難度査定」を行い、 

その手立てを大切にした指導案づくりを共通理解しました。 

 

 

 

 

 

６月２９日のソフトボール大会、７月２７日のバレーボール大会

に、東山チームが参加し、活躍しました。 

  

 

 

 


